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過
疎
地
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な
ど
導
入
へ
手
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過
疎
地
域
な
ど
導
入
へ
手
引
き

国
交
省

検
討
委
水
道
施
設
の
分
散
型
シ
ス
テ
ム

全
管
連
新
年
賀
詞
交
歓
会
で
決
意

管
路
更
新
な
ど
粘
り
強
く
要
望

国
土
交
通
省
は
１
月
１３

日
、
東
京
・
霞
が
関
の
中
央

合
同
庁
舎
３
号
館
会
議
室
で

第
１
回
「
水
道
事
業
に
お
け

る
分
散
型
シ
ス
テ
ム
の
導
入

手
引
き
検
討
委
員
会
」
（
座

長
・
伊
藤
禎
彦
京
都
大
学
大

学
院
工
学
研
究
科
教
授
）
を

開
催
し
た
。
給
水
区
域
に
お

け
る
水
道
施
設
の
集
約
型
と

分
散
型
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス

に
関
す
る
方
法
論
を
示
し
、

中
山
間
地
な
ど
過
疎
地
域
へ

の
導
入
を
促
進
す
る
。

同
検
討
委
は
学
識
者
や
研

究
機
関
、
地
方
公
共
団
体
な

ど
で
構
成
。
人
口
減
少
社
会

に
お
け
る
水
の
供
給
体
制
を

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
適
正

規
模
に
見
直
す
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。

初
会
合
で
は
冒
頭
、
筒
井

誠
二
水
管
理
・
国
土
保
全
局

水
道
事
業
課
長
が
あ
い
さ
つ

に
立
ち
「
人
口
密
集
地
で
は

集
約
型
の
施
設
が
設
置
さ
れ

て
き
た
が
、
人
口
減
少
の
加

速
に
よ
り
分
散
型
の
施
設
が

増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
こ
の
た
め
国
と
し
て
導

入
の
参
考
と
な
る
手
引
き
を

示
し
た
い
」
と
述
べ
、
積
極

的
な
協
力
を
要
請
し
た
。

議
事
で
は
分
散
型
シ
ス
テ

ム
の
現
状
や
導
入
時
の
検
討

課
題
、
留
意
事
項
な
ど
を
説

明
。
給
水
人
口
が
少
な
い
地

域
は
給
水
原
価
が
高
額
に
な

り
や
す
く
、
災
害
時
に
分
散

型
シ
ス
テ
ム
が
給
水
機
能
を

維
持
し
や
す
い
こ
と
か
ら
、

小
規
模
施
設
や
運
搬
給
水
、

各
戸
型
給
水
装
置
な
ど
の
導

入
を
求
め
て
い
る
。

具
体
的
に
は
①
給
水
人
口

１
０
０
名
以
下
②
単
位
人
口

管
路
延
長
１
名
あ
た
り
３０
㍍

以
上
③
耐
用
年
数
超
過
管
路

率
５０
％
以
上
―
―
な
ど
を
管

路
維
持
が
困
難
な
地
域
と
想

定
し
、
分
散
型
シ
ス
テ
ム
の

導
入
を
優
先
的
に
検
討
し
て

い
く
。
そ
の
際
、
必
要
な
給

水
量
、
利
用
可
能
な
近
隣
水

源
、
費
用
、
水
質
、
耐
災
害

性
な
ど
を
考
慮
す
る
。

検
討
委
で
は
３
月
上
旬
を

め
ど
に
手
引
き
案
を
示
し
、

下
旬
に
は
「
水
道
の
諸
課
題

に
係
る
有
識
者
検
討
会
」
で

議
論
す
る
考
え
だ
。

全
国
管
工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
（
藤
川
幸
造
会
長
）
は
１
月
１６
日
、
東
京
・
品
川
区
の
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
・
ア
ネ
ッ
ク
ス
タ
ワ
ー
で
新
年
賀
詞
交
歓
会
を
盛
大
に
開
催
し
た
。
国
会
議
員
、
関
係
省
庁
、
関
係
団
体
の
来

賓
や
商
社
・
メ
ー
カ
ー
の
賛
助
会
員
を
迎
え
、
一
致
協
力
し
て
新
年
に
臨
む
決
意
を
新
た
に
し
た
。
管
路
更
新
事

業
の
推
進
や
水
道
予
算
の
十
分
な
確
保
な
ど
を
関
係
機
関
に
粘
り
強
く
要
望
し
て
い
く
と
と
も
に
、
若
い
世
代
の

人
材
育
成
に
向
け
て
管
工
事
業
界
の
さ
ら
な
る
地
位
向
上
と
魅
力
発
信
に
努
め
て
い
く
。

当
日
は
新
年
会
に
先
立
ち

２
３
０
余
名
が
出
席
し
て
水

道
関
係
功
労
者
の
国
土
交
通

大
臣
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

国
交
省
の
伊
藤
慎
二
水
道
事

業
課
総
務
係
長
の
司
会
で
石

井
宏
幸
大
臣
官
房
上
下
水
道

審
議
官
か
ら
松
江
管
工
事
事

業
協
同
組
合
理
事
長
の
北
野

伸
昭
氏
と
神

奈
川
県
管
工

事
協
同
組
合

連
合
会
元
副

会
長
の
中
嶋

栄
一
氏
に
表

彰
状
が
授
与

さ
れ
た
。

続
い
て
新

年
会
が
鈴
木

都
久
生
事
務

局
長
の
司
会

で
進
め
ら
れ

た
。
冒
頭
、
藤
川
会
長
が
あ

い
さ
つ
に
立
ち
「
上
下
水
道

イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
は
も
は

や
看
過
で
き
な
い
社
会
問
題

と
な
っ
て
お
り
、
地
域
の
安

全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る

た
め
の
維
持
管
理
は
待
っ
た

な
し
の
課
題
だ
。
そ
の
最
前

線
に
立
ち
命
の
水
を
守
り
届

け
て
い
る
の
が
私
ど
も
管
工

事
業
者
で
あ
り
、
責
任
の
重

さ
を
改
め
て
痛
感
し
て
い

る
。
行
政
と
連
携
し
て
施
工

品
質
の
確
保
や
人
材
育
成
に

取
り
組
ん
で
い
く
。
併
せ
て

管
路
更
新
事
業
の
推
進
や
工

期
の
平
準
化
、
十
分
な
水
道

予
算
の
確
保
を
関
係
機
関
へ

粘
り
強
く
要
望
す
る
。
管
工

事
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は

依
然
き
び
し
く
、
後
継
者
不

足
が
深
刻
な
問
題
だ
。
若
い

世
代
に
こ
の
仕
事
の
意
義
と

や
り
が
い
を
伝
え
、
社
会
に

不
可
欠
な
職
業
と
し
て
の
地

位
向
上
を
図
り
、
業
界
の
魅

力
発
信
に
努
め
て
い
く
」
と

力
強
く
述
べ
た
。

ま
た
来
賓
を
代
表
し
て
田

村
憲
久
衆
院
議
員
、
司
隆
史

参
院
議
員
、
石
井
上
下
水
道

審
議
官
が
あ
い
さ
つ
し
た
。

こ
の
あ
と
和
田
均
総
務
担

当
副
会
長
の
音
頭
で
一
斉
に

乾
杯
。
祝
宴
で
は
見
坂
茂
範

衆
院
議
員
、
国
交
省
の
松
原

英
憲
審
議
官
（
上
下
水

道
）
、
岩
川
勝
上
下
水
道
企

画
課
長
、
本
田
康
秀
参
事
官

（
上
下
水
道
技
術
）
、
筒
井

誠
二
水
道
事
業
課
長
、
吉
澤

正
弘
下
水
道
事
業
課
長
、
山

岸
浩
一
建
設
振
興
課
長
、
千

秋
裕
一
公
益
社
団
法
人
日
本

水
道
協
会
総
務
部
長
、
石
飛

博
之
公
益
財
団
法
人
給
水
工

事
技
術
振
興
財
団
専
務
理

事
、
東
内
浩
一
同
事
務
局

長
、
森
岡
泰
裕
一
般
社
団
法

人
日
本
水
道
工
業
団
体
連
合

会
専
務
理
事
、
関
本
昌
弘
一

般
社
団
法
人
日
本
空
調
衛
生

工
事
業
協
会
常
務
理
事
、
橋

本
政
昭
一
般
社
団
法
人
全
国

管
工
機
材
商
業
連
合
会
名
誉

会
長
ら
が
紹
介
さ
れ
た
。

な
ご
や
か
な
歓
談
後
、
９

月
の
全
国
大
会
開
催
地
を
代

表
し
て
石
田
隆
神
奈
川
県
管

工
事
協
同
組
合
連
合
会
会

長
、
今
年
創
立
３０
周
年
を
迎

え
る
全
管
連
青
年
部
協
議
会

の
本
山
泰
督
会
長
が
あ
い
さ

つ
し
、
鹿
野
淳
一
経
理
担
当

副
会
長
の
中
締
め
で
盛
況
の

う
ち
に
散
会
し
た
。
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